
２
０
２
２
年
２
月

24
日
、
ロ
シ
ア
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略

を
開
始
し
た
。
ロ
シ

ア
の
独
裁
者
プ
ー

チ
ン
は
核
を
振
り

か
ざ
し
て
威
嚇
し
て
い
る
。
日

本
政
府
が
、
西
側
諸
国
と
歩
調

を
合
わ
せ
て
、
経
済
制
裁
を
行

い
、
殺
傷
武
器
で
は
な
く
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
や
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
を

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
供
与
し
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難
民
を
受

け
入
れ
た
こ
と
は
評
価
し
た
い 

▼
さ
ら
に
日
本
に
で
き
る
こ
と

は
何
か
。
次
の
２
点
を
挙
げ
た

い
。
第
一
は
、
国
連
の
改
革
に

尽
力
す
べ
き
で
あ
る
。
日
本
は

国
力
が
低
下
し
た
と
は
い
え
、

国
連
分
担
金
は
ア
メ
リ
カ
、
中

国
に
次
い
で
３
番
目
で
、
常
任

理
事
国
の
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
、
ロ
シ
ア
よ
り
も
多
い
の
だ
。

も
っ
と
は
っ
き
り
自
分
の
意
見

を
言
う
べ
き
で
あ
る
。
常
任
理

事
国
を
第
二
次
世
界
大
戦
で
勝

利
し
た
連
合
国
で
占
め
る
の
は

そ
ろ
そ
ろ
や
め
よ
う
。
ひ
と
つ

の
案
と
し
て
分
担
金
の
多
さ
の

順
に
第
５
位
ま
で
に
理
事
国
入

り
の
特
権
を
付
与
し
て
、
他
の

理
事
国
は
総
会
で
選
出
し
て
は

ど
う
か
。
拒
否
権
に
つ
い
て
も

考
え
直
す
べ
き
で
あ
る
。
国
連

軍
の
創
設
も
提
起
し
よ
う
。
第

二
は
、
日
本
が
核
兵
器
禁
止
条

約
に
参
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
や
北
朝
鮮
が
核
兵
器
の

使
用
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
今
、

誰
も
が
核
の
脅
威
を
実
感
し
て

い
る
。
大
切
な
こ
と
は
、
そ
れ

に
対
抗
し
て
核
兵
器
を
保
有
し

た
り
、
軍
備
を
拡
張
す
る
こ
と

で
は
な
い
。
逆
に
全
世
界
が
核

廃
絶
に
向
け
て
舵
を
切
る
こ
と

で
あ
る
。
覚
悟
を
持
っ
て
、
こ

の
条
約
に
参
加
し
よ
う
。

今月の会員数／1,009人（医科703人・歯科306人）
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２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
係
る
運
用
説
明
会
が
４
月

24
日
（
日
）
に
金
沢
市
の
石
川

県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
と

七
尾
市
の
矢
田
郷
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ

１
０
６
医
療
機
関
２
８
３
人
、

17
医
療
機
関
46
人
の
参
加
者
を

集
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

保
団
連
の
編
集
し
た
テ
キ
ス

ト
『
新
点
数
運
用
Ｑ
＆
Ａ
』
に

沿
っ
て
、
３
月
に
開
催
し
た
新

点
数
検
討
会
と
同
じ
６
人
の
講

師
団
に
よ
り
、
会
員
か
ら
の
質

問
が
多
い
項
目
、
あ
る
い
は
新

点
数
検
討
会
以
後
に
改
め
て
事

務
連
絡
等
が
あ
っ
た
内
容
に
重

点
を
置
い
た
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
フ
ロ
ア
で
は
テ
キ
ス
ト

の
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
、
時
折
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
説
明

に
聞
き
入
る
い
つ
も
な
が
ら
の

様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
次
改
定
で
は
診
療
所
の
基

本
診
療
料
に
外
来
感
染
対
策
向

上
加
算
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
加
算
の
施
設
基

準
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
診
療
・
検
査
医

療
機
関
で
あ
る
こ
と
を
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
い

る
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
が
前

提
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

院
内
研
修
や
地
域
の
基
幹
病
院

等
と
の
連
携
が
義
務
付
け
ら
れ

る
な
ど
届
出
の
ハ
ー
ド
ル
は
か

な
り
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

入
院
で
は
一
般
病
院
の
入
院

基
本
料
に
お
け
る
重
症
度
・
医

療
・
看
護
必
要
度
の
該
当
患
者

割
合
や
評
価
項
目
が
変
更
さ

れ
、
７
対
１
入
院
基
本
料
の
算

定
が
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
今
回
は
レ
セ
プ
ト
の

「
摘
要
」
欄
記
載
に
お
い
て
、

「
レ
セ
プ
ト
電
算
処
理
シ
ス
テ

ム
用
コ
ー
ド
」
が
さ
ら
に
追
加

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
一
部
の
75

歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２

割
化
と
そ
の
緩
和
措
置
（
配
慮

措
置
）
が
あ
り
、
窓
口
徴
収
額

の
算
出
が
極
め
て
複
雑
に
な
る

な
ど
事
務
負
担
も
大
き
な
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
今
次
改
定
で
は
採
血

や
注
射
な
ど
の
汎
用
点
数
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
以
前
よ
り
あ
ま

り
に
も
低
す
ぎ
る
と
さ
れ
て
い

た
耳
鼻
科
の
処
置
の
点
数
が
改

善
さ
れ
る
な
ど
保
険
医
協
会
か

ら
の
要
求
が
認
め
ら
れ
た
項
目

も
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
今

後
も
診
療
報
酬
や
そ
の
請
求
事

務
等
に
お
け
る
不
合
理
や
矛
盾

点
に
関
し
て
引
き
続
き
改
善
を

求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
痛

感
し
た
次
第
で
す
。

保険医協会・保団連発行の診療報酬改定関連の書籍です。すでに会員に無料進呈しているテキストのほか、今後発行予定のテキ
ストをご紹介いたします。発行予定のテキストは発行時期が近づきましたら改めてご案内いたします。

診療報酬改定 関連書籍のご案内

歯科保険診療の研究 
2022年4月版
会員価格　4,000円（定価8,000円）
※すでに会員には４月下旬に無料進呈しています。

新点数運用Q&A ─ レセプトの記載 ─ 
2022年4月版
会員価格　2,000円（定価3,000円）
※すでに会員には４月下旬に無料進呈しています。

7月中旬発行予定
保険診療の手引 2022年4月版
※会員には １ 冊無料進呈いたします（無料分の

注文不要）。

2020年度 点数改定版

2020年10月発行

夏頃発行予定
歯科保険診療便覧

（2022年度 点数改定版）
※会員には １ 冊無料進呈いたします（無料分の

注文不要）。

８月発行予定
届出医療等の活用と留意点

（2022年度～2023年度版）
会員価格　3,000円（予定）

８月発行予定
在宅医療点数の手引
2022年度改定版
会員価格　3,000円（予定）

医科

歯科

七尾会場は46人が参加（4月24日・矢田郷地区コミュニティセンター）

金沢会場は283人が参加（4月24日・地場産業振興センター）

医
科
　
新
点
数
運
用
説
明
会

さ
ら
に
複
雑
に
な
る

�

レ
セ
プ
ト
記
載

会
長
　
三
宅
　
靖
（
金
沢
市
・
内
科
）

石 川 保 険 医 新 聞 第601号（1）2022年5月15日（毎月15日発行）



今回は児童相談から少し離れて、教育委員会の実施する就学相談につい
てお伝えしたいと思います。なぜ 5 月号で?と思われる方もいらっしゃる
かもしれません。実は次年度就学を迎える方を対象とした相談スケジュー
ルはすでに動き出しているのです。学校での生活はお子さんにとって人生
の大部分です。一人ひとりにあった適切な環境で、学習の楽しさを学びな
がら健やかに成長していってほしいと願っています。

小学校・中学校入学後に学校で個別の配慮や支援を受ける方法は 3 つあ
ります。①地域の学校で通常の学級に所属しながら通う通級指導教室、②
地域の学校で個に応じた教育を受けることができる特別支援学級、③生
活・社会的自立を目標に小中高一貫した教育を受けることができる特別支
援学校です。こうした支援を希望される場合には、各市町の実施する就学
相談を受ける必要があります（「令和 3 年度能美市入学サポート説明会〜
発達の気になるお子さんのために〜」配布資料より）。

能美市の場合、 9 月に就学相談受付、10月に相談日が設けられ、県や市
が委任した専門相談員によるお子さんのアセスメントや保護者からの聞き
取りなどが行われるのが例年のスケジュールです。今年度も大きくずれる
ことはないでしょう。専門相談員の報告をもとに12月に教育支援委員会が
開催され、それぞれのお子さんにとってのより良い教育環境について、検
討されます。翌年 1 月までには市教育委員会から検討結果が意見として保
護者に通知され、最終調整が行われています。 1 月以降に転入される場合
は、転出元の市町で就学相談を受け、その意見を能美市教育委員会に提出

する形となるようです。
市町はそれぞれこのような就学相談スケジュールについて保護者向けの

周知を行っており、当市の場合は教育・障がい福祉・児童福祉各担当課が
合同で、市内在住の年長・年中児の保護者向けに入学サポート説明会を実
施しています。今年度は 2 回、 5 月と 8 月にオンラインで実施予定です。
学校での支援についてだけでなく、放課後の過ごし方（支援）についても
情報提供しています。

医療機関の皆さまが就学後に支援が必要と思われるお子さんに関わるこ
とがあれば、夏休みごろまでにはお住まいの市町への相談を保護者に促し
ていただければと思います。その時期であれば、就学相談に申し込むかど
うかというところから話し合っていくことができます。また、就学相談を
受けたら絶対に意見通りの就学先に入学しなければならないということは
なく、教育委員会と十分に話し合いながら決めていくことができます。た
だ、就学相談を受けずに支援を希望するということは難しいので注意が必
要です。

なお、今回ご紹介のスケジュールは能美市のものです。相談実施日が大
きく異なるなど、他市町では事情が異なりますことをご了承ください。繰
り返しになりますが、早め早めにご相談いただく、この予防的なかかわり
が何事にも重要であると考えています。4 回にわたりお付き合いいただき、
ありがとうございました。

番外編：就学後の特別支援と就学相談番外編：就学後の特別支援と就学相談

紙上よろず勉強会 《第23回》シリーズ

市町における児童相談④（最終回）テーマ

三宅　妙子 （能美市子育て支援センター・子ども発達支援センター／臨床心理士 ）

ロ
シ
ア
が
２
月
24
日
に
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
侵
攻
し
ま
し

た
。
今
も
世
界
各
地
で
紛
争

や
弾
圧
が
絶
え
ま
せ
ん
が
、

こ
う
し
た
国
家
間
で
の
大
規

模
な
戦
争
が
起
こ
る
こ
と
は

想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
衝
撃
を
覚
え
ま
し
た
。
ロ

シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
関
係

に
つ
い
て
何
か
学
べ
る
も
の

は
な
い
か
と
模
索
し
て
い
た

中
で
、
映
画
「
赤
い
闇
」
を

観
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
に

公
開
さ
れ
た
新
し
い
映
画

で
、
主
人
公
の
イ
ギ
リ
ス
人

記
者
ガ
レ
ス
は
実
在
し
た
人

物
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
実
話

に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

１
９
３
０
年
代
の
世
界
的

な
大
恐
慌
の
中
で
、
ス
タ
ー

リ
ン
率
い
る
ソ
連
だ
け
が
経

済
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
し

た
。
彼
は
な
ぜ
ソ
連
が
経
済

成
長
し
て
い
る
の
か
、
共
産

主
義
の
政
策
（
例
え
ば
、
集

団
農
場
）
が
成
功
し
て
い
る

の
か
、
あ
る
い
は
、
ほ
か
に

理
由
が
あ
る
の
か
疑
問
に

思
っ
て
い
ま
し
た
。
単
身
で

ソ
連
に
入
り
、
そ
こ
で
知
り

え
た
情
報
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
の
疑
惑
が
浮
上
し
ま
す
。

ま
た
、
自
分
よ
り
も
前
に
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
探
っ
て
い
た
記

者
が
謎
の
死
を
遂
げ
て
い
た

こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

真
実
を
知
ろ
う
と
す
る
彼

は
、
自
身
の
身
の
危
険
を
省

み
ず
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
入
り
ま

す
。
そ
こ
に
向
か
う
列
車
の

中
で
異
変
に
気
付
く
の
で
す

が
、
車
内
の
乗
客
た
ち
は
皆

貧
し
く
、
飢
え
て
い
る
様
子

で
し
た
。
凍
て
つ
く
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
地
で
彼
が
見
た
も
の

は
、
想
像
を
絶
す
る
悪
夢
と

し
か
形
容
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
光
景
で
し
た
。
国
民

は
「
パ
ン
を
く
れ
」
と
監
視

し
て
い
る
ソ
連
兵
に
す
が
る

の
で
す
が
、
銃
で
殴
ら
れ
ま

す
。
当
時
の
ソ
連
に
と
っ
て

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
収
穫
さ
れ
る

小
麦
は
貴
重
な
外
貨
獲
得
の

手
段
で
、
集
団
農
場
の
政
策

が
行
き
過
ぎ
て
過
剰
な
穀
物

徴
取
を
課
し
て
い
た
の
で
し

た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
に
食

べ
る
も
の
は
残
ら
ず
、
大
飢

饉
に
よ
っ
て
約
４
０
０
万
人

が
死
亡
（
こ
れ
を
ホ
ロ
ド

モ
ー
ル
と
い
う
）
し
た
と
さ

れ
ま
す
。
ナ
チ
ス
ド

イ
ツ
が
ユ
ダ
ヤ
人
に

行
っ
た
大
量
虐
殺
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
と
並
ん

で
、
歴
史
的
な
犯
罪

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン

大
統
領
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
こ
と
を
「
兄

弟
」
と
言
っ
て
い
ま

す
が
、
彼
の
脳
裏
に

映
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

は
、
こ
の
当
時
の
ス

タ
ー
リ
ン
に
近
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ぽんすけの
  保険Q&A

Dr.

写真は映画の一場面

ぽんすけ：�訪問診療しているヤマアラシさん、
最近入れ歯が合わないって言っていたなぁ。
歯科の先生に訪問に来てほしいけど、歯科に
紹介したときも診療情報提供料（Ⅰ）が算定
できるのかな？

天の声：�歯科医療機関に紹介した場合も、診療
情報提供料（Ⅰ）が算定できます。さらに
2022年4月の診療報酬改定で診療情報提供
料（Ⅰ）の歯科医療機関連携加算１（100点）
の要件が緩和され、算定しやすくなりま
した。

改定前
紹介元の
要件

在宅療養支援診療所又は在宅療養支
援病院の医師

患者の
要件

訪問診療を行った栄養障害を有する
患者又は摂食機能障害を有する患者

↓
改定後
紹介元の
要件

医科の医療機関又は医科歯科併設の
医療機関の医師

患者の
要件 歯科訪問診療の必要性を認めた患者

ぽんすけ：�おお！歯科と連携しやすくなるね！
天の声：�なお、介護保険の居宅療養管理指導（医

師が行う場合）を算定している患者には歯科
医療機関連携加算１は算定できません。ご留
意ください。

 映画
「赤い闇～スターリンの冷たい大地で」

ロシアとウクライナの過去を知る
�齊藤　典才（金沢市・外科）�

石 川 保 険 医 新 聞 2022年5月15日（毎月15日発行）（2）第601号



私
た
ち
の
誰
も
が
平

和
な
世
界
を
望
ん
で
い

る
。
そ
の
た
め
に
必
要

な
こ
と
は
何
か
を
考

え
、
訴
え
て
き
た
。
そ

れ
は
誤
り
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
核
を
脅
し
に
、
平
和
な
隣

国
に
勝
手
な
言
い
分
で
侵
攻
す
る

プ
ー
チ
ン
、
ロ
シ
ア
。
情
報
統
制
し

て
自
国
民
を
騙
し
、
政
府
を
批
判
す

れ
ば
逮
捕
さ
れ
る
よ
う
な
言
論
の
自

由
も
な
い
独
裁
国
家
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
市
民
は
爆
撃
に
怯
え
、
家
族
を
引

き
裂
か
れ
、
命
を
犠
牲
に
し
て
い

る
。
人
権
は
守
ら
れ
な
い
。

戦
争
は
国
際
紛
争
解
決
の
最
終
手

段
と
し
て
国
家
が
行
う
と
い
う
こ
と

だ
が
、
独
裁
国
家
や
専
制
国
家
の
、

国
民
の
チ
ェ
ッ
ク
が
働
か
な
い
指
導

者
や
政
府
に
従
え
、
と
い
う
は
、
国

民
主
権
で
あ
る
は
ず
も
な
く
、
そ
の

国
民
は
現
代
版
の
家
来
か
奴
隷
、
囚

人
に
さ
え
思
え
て
し
ま
う
（
体
制
を

疑
う
こ
と
自
体
が
罪
悪
で
あ
る
こ
と

を
長
年
強
い
ら
れ
、
慣
ら
さ
れ
て
き

た
人
々
で
あ
り
、
あ
た
か
も
呪
い
に

か
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
て
し
ま
う
）。
そ
ん
な
国
家
が

強
大
な
軍
事
力
を
持
ち
、
核
兵
器
を

持
ち
、
お
ま
け
に
ロ
シ
ア
は
国
連
安

全
保
障
理
事
国
で
強
力
なveto

拒

否
権
ま
で
持
っ
て
い
る
。

民
主
主
義
国
で
は
国
民
の
チ
ェ
ッ

ク
が
あ
る
が
、
独
裁
国
家
や
専
制
国

家
で
は
国
民
に
政
府
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
機
能
が
働
か
な
い
。
国
家
に
核
兵

器
を
持
た
せ
る
の
は
危
険
だ
。
一
瞬

で
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
犯
す
こ
と
が
で

き
る
能
力
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に

他
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
ホ
ッ
ブ
ズ

は
国
家
を
怪
獣
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
に

た
と
え
て
い
た
が
、
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ

ン
た
ち
の
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
、
国
家

群
の
管
理
代
表
組
織
の
み
が
国
家
間

の
戦
争
を
防
ぐ
手
立
て
と
し
て
所
有

す
る
と
い
う
の
な
ら
ま
だ
し
も
、
間

違
っ
て
も
国
家
、
ま
し
て
や
独
裁
国

家
や
専
制
国
家
に
な
ど
核
兵
器
を
持

た
せ
て
は
な
ら
な
い
。
核
兵
器
は
廃

絶
す
べ
き
も
の
だ
。

人
間
の
幸
福
の
た
め
に
存
在
す
る

は
ず
の
国
家
は
、
国
民
主
権
、
民
主

主
義
で
あ
る
べ
き
だ
。
怪
獣
リ
ヴ
ァ

イ
ア
サ
ン
の
国
家
や
そ
の
指
導
者
に

奉
仕
し
、
讃
え
る
た
め
に
国
民
が
い

る
の
で
は
な
い
。

は
じ
め
ま
し
て
、
小
児
科
の

先
生
方
に
は
日
頃
よ
り
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私

は
金
沢
生
ま
れ
の
金
沢
育
ち
、

紫
錦
台
中
学
校
、
金
沢
泉
丘
高

校
、
２
０
０
４
年
に
奈
良
県
立

医
科
大
学
を
卒
業
、
金
沢
大
学

整
形
外
科
に
入
局
し
２
０
１
３

年
に
当
セ
ン
タ
ー
に
赴
任
し
ま

し
た
。
私
は
同
業
で
あ
る
父
と

祖
父
の
影
響
で
小
児
整
形
外
科

に
も
と
も
と
興
味
を
持
っ
て
い

ま
し
た
が
、
治
療
の
結
果
が
数

年
か
ら
十
数
年
後
の
運
動
機
能

を
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
、
１

例
１
例
が
濃
厚
な
こ
の
分
野
に

魅
力
を
感
じ
志
望
し
た
次
第
で

す
。
実
際
に
非
常
に
幅
が
広
く

奥
も
深
い
分
野
で
あ
り
、
特
に

成
長
終
了
時
を
予
測
し
て
行
う

下
肢
変
形
の
手
術
は
１
０
０

年
や
っ
て
も
き
っ
と
飽
き
ま

せ
ん
。

当
セ
ン
タ
ー
の
常
勤
医
師
は

整
形
外
科
２
名
、
小
児
科
４
名

で
す
。
整
形
外
科
で
は
小
児
整

形
外
科
疾
患
の
診
断
治
療
や
、

障
害
児
の
療
育
を
行
う
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
担
当
医
と
し

て
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
児
科
の
先
生
方
か
ら
当
科

に
最
も
多
く
ご
紹
介
を
い
た
だ

く
の
は
、
３
〜
４
カ
月
で
の
乳

児
股
関
節
検
診
で
す
。
乳
児
股

関
節
の
検
診
で
は
発
見
遅
延
を

予
防
す
る
た
め
に
15
％
の
精
検

率
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
こ
れ
を
達
成
で
き
て
い

る
自
治
体
は
全
国
で
も
少
な

く
、
特
に
中
央
都
市
に
お
い
て

は
１
歳
以
降
の
発
見
遅
延
例
の

多
発
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
発
見
遅
延
例
で
は

整
復
手
術
を
要
す
る
場
合
が
多

く
、
将
来
的
に
機
能
障
害
が

残
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。

保
健
所
で
X
線
撮
影
し�
�

�

遠
隔
診
断

２
０
１
９
年
に
石
川
県
内
の

全
自
治
体
に
調
査
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
多
く
の
自
治
体
の

精
検
率
が
４
％
以
下
で
あ
る
の

に
対
し
、
金
沢
市
は
15
％
と
優

秀
な
結
果
で
し
た
。
金
沢
市
は

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
排
制
限

な
ど
の
異
常
所
見
に
対
し
Ｘ
線

を
撮
影
し
、
画
像
フ
ァ
イ
ル
を

当
セ
ン
タ
ー
に
配
送
し
遠
隔

診
断
を
行
っ
て
い
る
、
お
そ

ら
く
国
内
唯
一
の
自
治
体
で

す
。
二
次
検
診
で
実
際
に
当
セ

ン
タ
ー
へ
来
院
す
る
の
は
年
間

１
０
０
名
前
後
で
す
が
、
実
際

は
６
０
０
名
前
後
が
Ｘ
線
診
断

を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
方
法
は
20
年
ほ
ど
前

に
市
内
３
カ
所
の
保
健
セ
ン

タ
ー
で
開
始
さ
れ
た
と
聞
い
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
過

去
14
年
間
は
１
歳
以
上
の
発
見

遅
延
例
は
な
く
、
金
沢
市
は

「
ゼ
ロ
股
関
節
脱
臼
」
を
達
成

で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
検
診

を
担
当
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

小
児
科
の
先
生
方
と
保
健
セ
ン

タ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
お
力
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
小
児
整
形
外
科

医
と
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
全
国
に
誇
れ
る
素
晴
ら

し
い
実
績
で
あ
り
、
小
児
整
形

外
科
の
学
会
で
も
高
評
価
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

普
及
に
は
課
題
あ
り

素
晴
ら
し
い
方
法
な
の
で

も
っ
と
普
及
す
る
余
地
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
が
、
金
沢
市

以
外
の
県
内
自
治
体
に
Ｘ
線
機

器
を
備
え
て
い
る
保
健
セ
ン

タ
ー
は
な
く
、
な
か
な
か
難
し

い
よ
う
で
す
。
県
内
の
各
保
健

セ
ン
タ
ー
に
は
調
査
結
果
を
お

知
ら
せ
し
、
乳
児
股
関
節
検
診

推
奨
項
目
の
使
用
に
よ
り
15
％

の
精
検
率
を
目
標
と
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
も
調
査
を
継
続
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
乳
児
股
関

節
脱
臼
の
早
期
発
見
に
引
き
続

き
の
ご
尽
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

検
診
以
外
で
も
小
児
の
運
動

器
に
関
す
る
こ
と
全
て
に
つ
い

て
多
く
の
ご
紹
介
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
異
常
が
な
い
場

合
は
ご
両
親
が
声
を
揃
え
て

「
よ
か
っ
た
ぁ
ぁ
ぁ
…
」
と
言

わ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
ご
両
親
の

不
安
を
実
感
す
る
毎
日
で
す
。

い
か
な
る
場
合
で
も
、
で
き
る

だ
け
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
で

ご
安
心
い
た
だ
け
る
よ
う
に
心

が
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
多
く
の
ご
紹
介
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

�

国
家
は
国
民
の
幸
福
の
た
め
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

金
沢
市
の

乳
児
股
関
節
検
診
は

 

素
晴
ら
し
い

野
村

　一
世

（
金
沢
こ
ど
も
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー・小
児
整
形
外
科
）

小児科医からの

発信
小児科医からの

発信
～子どもは未来、
　日本の未来～

《第65回》

（
問
題
は
6
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
の
ツ
ケ
が
好
手
。
白
２
に
は
黒
３

か
ら
５
、
７
で
イ
と
ロ
が
見
合
い
に
な

り
、
白
死
で
す
。
黒
１
で
２
は
白
ハ
で
白

生
き
。
白
２
で
３
な
ら
黒
ロ
で
白
死
で

す
。

囲

解
答

碁

☗
４
三
香
成
☖
２
二
玉
☗
２
三

歩
☖
３
一
玉
☗
２
一
角
成
☖
同

玉
☗
３
三
桂
☖
３
一
玉
☗
４
一

桂
成
☖
同
玉
☗
４
二
歩
☖
３
一

玉
☗
３
二
歩
☖
２
一
玉
☗
３
三

桂
ま
で
15
手
詰
。

〈
解
説
〉
３
手
目
☗
２
三
歩
に

☖
１
三
玉
な
ら
☗
１
四
歩
☖
同

玉
☗
２
二
歩
成
で
す
。
９
手
目

☗
４
一
桂
成
が
打
歩
詰
を
解
消

す
る
好
手
で
、
以
下
歩
の
連
打

と
☗
３
三
桂
で
ピ
ッ
タ
リ
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
6
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

9
＋
3
で
、答
え
は「
12
」

（
問
題
6
面
）

（1）  算定できるのは、以下の医療機関である。
① 公表されている診療・検査医療機関
② 保健所等から健康観察に係る委託を受けている医療機関

（2）  対象患者は以下①〜③のいずれかの患者である。
① 65歳以上の者
② 40歳以上65歳未満の者のうち、重症化リスク因子（以下）を複数持つ者

・ワクチン未接種（ワクチン接種が 1 回のみの者も含む）　　・慢性閉塞性肺疾患　　・糖尿病　　・脂質異常症
・高血圧症　　・慢性腎臓病　　・悪性腫瘍　　・肥満（BMI30以上）　　・喫煙　　・固形臓器移植後の免疫不全

③ 妊娠している者
（3） 医師が電話等を用いて新型コロナウイルス感染症に係る診療を行った場合に、当該患者に対して主として診療を行って

いる医師が属する1つの医療機関において、1日につき1回算定できる。
（4）  2022年5月1日〜同年7月31日までに限り算定できる。
（5）  新型コロナ患者を電話等診療した場合の二類感染症患者入院診療加算（250点）と併せて算定できる。

新型コロナ 診療報酬特例
診療・検査医療機関が重症化リスクの高い新型コロナ患者を電話等診療した場合に147点を算定できる新たな特

例が設けられました。（ 5月 1日〜 7月31日まで）

診療行為コード　113044550
「電話等による診療（新型コロナウイルス
感染症・臨時的取扱）（147点）」

石 川 保 険 医 新 聞 第601号（3）2022年5月15日（毎月15日発行）



１
９
８
６
年
の
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
原
発
事
故
で
放
出
さ

れ
た
放
射
性
ヨ
ウ
素
の
影
響

で
、
小
児
甲
状
腺
が
ん
患
者
の

増
加
が
あ
っ
た
こ
と
は
国
際
的

に
認
め
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。

２
０
１
１
年
の
東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
事
故
で
も
同
様
に
放

射
性
ヨ
ウ
素
の
放
出
が
あ
り
、

福
島
市
の
空
間
線
量
は
一
時
期

20μ
Sv/h

ま
で
上
昇
し
、
東

京
の
浄
水
の
中
か
ら
も
暫
定
規

制
値
以
上
の
放
射
性
ヨ
ウ
素
が

検
出
さ
れ
た
。

予
想
外
の
１
巡
目
結
果�

�
�

〜
１
０
０
名
を
超
え
る
甲
状
腺
が
ん

「
過
剰
診
断
」
を
理
由
に
し
た
検
査
縮
小
論

そ
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ

て
い
た
２
０
１
４
年
に
韓
国
か

ら
、
成
人
の
が
ん
検
診
と
し
て

甲
状
腺
超
音
波
検
査
を
施
行
し

た
と
こ
ろ
、
甲
状
腺
が
ん
発
見

数
の
激
増
に
も
か
か
わ
ら
ず
死

亡
率
の
低
下
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
事
実
が

報
告
さ
れ
た
。
こ
の
報

告
に
よ
り
、「
過
剰
診

断
」
と
い
う
問
題
が
国

際
的
に
も
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
も

そ
も
が
ん
検
診
は
生
命

予
後
の
改
善
が
目
的
で

あ
り
、
そ
の
目
的
が
達

成
で
き
な
い
検
診
は
が

ん
検
診
と
し
て
は
成
立

し
な
い
と
い
う
理
屈
で
あ
る
。

２
０
１
６
年
に
は
そ
れ
を
小
児

に
も
同
様
に
当
て
は
め
、
県
民

健
康
調
査
甲
状
腺
検
査
を
縮
小

す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
流

れ
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

時
は
原
発
事
故
か
ら
５
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
期
で

も
あ
り
、
本
来
な
ら
ば
こ
れ
か

ら
事
故
由
来
の
甲
状
腺
が
ん
が

増
え
る
可
能
性
の
高
い
時
期
で

あ
る
と
仮
定
さ
れ
て
検
査
が
開

始
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

県
民
提
出
の
「
検
査
継
続
の
請

願
」
が
福
島
県
議
会
に
て
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
時
の
検
査
縮
小
論
は

消
退
し
て
い
っ
た
。

検
査
２
回
目
多
発
も
予
想
外�

�
�

〜
と
り
ま
と
め
で
は
被
曝
影
響
を
強
引
に
否
定

本
格
検
査
（
検
査
２
回
目
）

の
結
果
に
つ
い
て
は
、
検
査
１

回
目
よ
り
は
少
な
か
っ
た
が
71

名
の
甲
状
腺
が
ん
が
発
見
さ
れ

た
。
理
屈
で
は
検
査
１
回
目
で

比
較
的
小
さ
な
が
ん
も
発
見
し

た
た
め
そ
の
「
刈
り
取
り
効

果
」
に
よ
り
、
検
査
２
回
目
は

ほ
と
ん
ど
見
つ
か
ら
な
い
と
予

想
さ
れ
て
い
た
。
検
査
２
回
目

で
発
見
さ
れ
た
71
名
中
58
名
は

検
査
１
回
目
の
検
査
で
結
節
は

認
め
て
お
ら
ず
、
甲
状
腺
が
ん

は
成
長
の
遅
い
が
ん
で
あ
る
と

い
う
元
々
の
常
識
に
も
反
す
る

結
果
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

検
査
２
回
目
の
結
果
の
取
り
ま

と
め
の
議
論
の
中
で
は
こ
れ
ら

の
結
果
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ

な
か
っ
た
。
そ
し
て
、「
線
量

の
増
加
に
応
じ
て
発
見
率
が
上

昇
す
る
と
い
っ
た
一
貫
し
た
関

係
（
線
量
・
効
果
関
係
）
は
認

め
ら
れ
な
い
」
こ
と
を
主
な
根

拠
と
し
て
、「
現
時
点
に
お
い

て
、
甲
状
腺
検
査
本
格
検
査

（
検
査
２
回
目
）
に
発
見
さ
れ

た
甲
状
腺
が
ん
と
放
射
線
被
ば

く
の
間
の
関
連
は
認
め
ら
れ
な

い
」
と
結
論
づ
け
た
。

し
か
し
、
こ
の
結
論
に
辿
り

着
く
た
め
に
、
検
査
１
回
目
の

評
価
で
用
い
ら
れ
た
線
量
区

分
（
避
難
区
域
・
浜
通
り
・
中

通
り
・
会
津
地
方
と
い
う
４

地
域
区
分
）
を
突
然
変
更
し
、

U
N

SCEA
R

（
原
子
放
射
線
の

影
響
に
関
す
る
国
連
科
学
委
員

会
）
の
線
量
区
分
を
用
い
て
評

価
し
て
い
る
。
解
析
を
行
っ
た

福
島
県
立
医
大
の
大
平
医
師
は

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
検
査
１

回
目
と
同
様
の
４
地
域
区
分
で

評
価
し
た
場
合
は
「
線
量
・
効

果
関
係
」
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

な
結
果
が
出
た
。
し
か
し
、
そ

こ
に
は
検
査
ま
で
の
時
間
経
過

等
多
数
の
交
絡
因
子
が
存
在
す

る
。
そ
れ
ら
の
交
絡
因
子
を
補

正
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
調

整
を
行
っ
た
が
調
整
が
つ
か
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
線
量
区

分
自
体
を
変
更
し
た
と
説
明
し

て
い
る
。
何
か
し
っ
く
り
こ
な

い
説
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ

の
議
論
を
主
導
し
た
甲
状
腺
検

査
評
価
部
会
長
の
鈴
木
元
氏
は

当
時
の
記
者
会
見
で
の
質
問
に

対
し
、「
４
地
域
区
分
で
の
線

量
評
価
を
行
っ
た
場
合
は
調
整

が
つ
か
な
い
の
で
捨
て
ま
し

た
」
と
、
放
射
線
の
影
響
が
な

か
っ
た
と
い
う
結
果
に
導
く
た

め
に
、
線
量
区
分
自
体
の
変
更

を
行
っ
た
と
も
取
れ
る
よ
う
な

回
答
を
し
て
い
る
。

過
剰
診
断
論
の
先
に
あ
る
検
査
縮
小

検
査
１
回
目
・
２
回
目
の
結

果
に
対
す
る
取
り
ま
と
め
の
上

で
放
射
線
の
影
響
を
否
定
し

て
、
甲
状
腺
が
ん
が
多
数
発
見

さ
れ
て
い
る
理
由
を
、
疫
学
的

考
え
方
の
「
過
剰
診
断
」
と
い

う
問
題
に
す
り
替
え
て
い
こ
う

と
い
う
考
え
が
透
け
て
見
え

る
。
そ
の
先
に
あ
る
の
は
、
検

査
忌
避
の
空
気
感
の
熟
成
で
あ

る
。
科
学
的
な
事
実
を
装
い
な

が
ら
、
原
発
事
故
の
影
響
を
過

小
評
価
す
る
よ
う
な
動
き
に
は

注
意
が
必
要
で
あ
る
。（
次
号

に
続
く
）

そ
れ
ら
の
事
実
に
基
づ
い
て

福
島
県
内
で
は
、
当
時
18
歳
以

下
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
健

康
の
見
守
り
と
し
て
甲
状
腺
検

査
が
開
始
さ
れ
た
。
原
発
事
故

か
ら
４
〜
５
年
程
度
の
潜
伏
期

が
あ
る
と
仮
定
し
、
１
回
目
の

検
査
は
事
故
の
影
響
が
出
る
前

の
状
況
を
確
認
す
る
と
い
う
理

由
で
「
先
行
検
査
」
と
名
付
け

ら
れ
た
。
２
回
目
以
降
を
「
本

格
検
査
」
と
称
し
て
、
実
際
に

甲
状
腺
が
ん
が
増
え
る
の
か
ど

う
か
を
見
極
め
る
と
い
う
予
定

で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
予
想
に
反
し
て
検

査
１
回
目
か
ら
１
１
６
名
と
多

く
の
甲
状
腺
が
ん
（
手
術
の
結

果
１
例
は
良
性
結
節
）
が
発
見

さ
れ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

は
、
想
定
し
て
い
た
潜
伏
期

内
に
発
見
さ
れ
て
い
る
た
め
、

「
過
剰
診
断
」
で
は
な
い
の
か

と
い
う
疑
問
が
呈
さ
れ
た
（
こ

の
時
、
原
発
事
故
か
ら
４
〜
５

年
程
度
の
潜
伏
期
が
あ
る
と
い

う
仮
定
が
、
適
正
だ
っ
た
の
か

と
い
う
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な

い
）。
県
民
健
康
調
査
検
討
委

員
会
の
中
間
取
り
ま
と
め
で

も
、「
将
来
的
に
臨
床
診
断
さ

れ
た
り
、
死
に
結
び
つ
い
た
り

す
る
こ
と
が
な
い
が
ん
を
多
数

診
断
し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
」
と
、「
過
剰
診

断
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
記
載

さ
れ
て
い
る
。

日本国憲法前文には「日本国民は、恒久の平和を
念願し、人間相互の関係を支配する崇高な理想を深
く自覚するのであって、平和を愛する諸国民の公正
と信義に信頼して、われらの安全と生存を保持しよ
うと決意した」と記述されています。平和を愛する
諸国民のなかに、韓国、北朝鮮、中国、ロシア、ア
メリカ、日本の国民、市民が含まれることは言うま

でもありません。
諸国民を信頼する広い心、これが日本国民の心で

あると憲法前文は宣言しています。これは日本国民
を含む諸国民、人類のめざす一理想像であり、日本
国憲法は「日本国民は、国家の名誉にかけ、全力を
あげてこの崇高な理想と目的を達成することを誓
ふ」と結んでいます。

日本国民が世界の人々に誇りに思うことがあると
すれば、日本国憲法もその一つです。日本国憲法は
1946年11月 3 日に公布されて以来、今に至る76年
間、一度も改定されたことはありません。諸国の憲
法は公布以来、改定がまれでない中にあって、日本
国憲法はそれがない。日本国憲法はそれだけ日本国
民の心の中に深く根を下ろし、生きているからにほ
かなりません。

この憲法を変えようとする強い動きが続く中に
あって、なぜ長きにわたりこの憲法は日本国民に支
持され、擁護されてきたのでしょう。それは日本国
民の心の中に、満州事変に始まり、中国との全面戦
争、太平洋戦争へと続く戦争体験にあると思うので
す。あの戦争により日本国民だけでも310万人の尊
い命が失われ、日本の大都市は焼け野原となりま
した。この体験が日本国民の心の中に「戦争だけは
やっていけません」の精神を深く沈殿させているの
です。

なぜ人が互いに殺しあう戦争をしたのでしょう。
「大事なことはすべて、昭和史に書いてある」（半藤
一利）のです。今こそ昭和の歴史を学ぶときと思
うのです。歴史を忘れてはいけません。（次号につ
づく）

「憲法」を日常生活で意識することはなかなかありませんが、性別や人種によって差別されな
いことや、健康で文化的な生活を過ごすことなど、私たちが暮らしていく上で大切な権利を保障
しています。しかし、実際には権利が守られていない現状もあります。このシリーズは、憲法の
理念を再確認し、それを実現する社会保障制度を考える一歩にしようという企画です。
石川県保険医協会が事務局を務める「九条の会・石川医療者の会」の賛同人へ憲法に思うこと
を募集し、ご寄稿いただきましたので掲載いたします（全3回）。

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その71

シリーズ

種
市

　靖
行
（
白
山
市
・
整
形
外
科
）

福
島
の
小
児
甲
状
腺
が
ん
の

多
数
発
見
は「
過
剰
診
断
」か
？

〈シリーズ〉憲法を生きる

日本国憲法擁護を考える①
ペンネーム　古志　雅裕 九条の会・石川医療者の会賛同人
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団体定期保険だから
お手頃な掛金で
大きな保障
配偶者・こどもも
併せて加入できます

グループ保険
死亡・高度障害状態を保障する大型生命保険

2022年度 普及期間

5/9（月）～6/10（金）
更新日

8/1（月）

※詳細につきましては
　パンフレットをご覧ください。

①お手頃な掛金で大きな保障が得られます。
②医師の診査はなく、告知書扱いで65歳まで加入できます。
③保険金は一時金でも年金でも受け取れます。
④剰余金が生じた場合には、配当金として還元されます。

グループ保険の特長!

最高保障額5,000万円で
月額6,250円（概算）
38歳・男性の場合

月額5,300円（概算）
38歳・女性の場合 残されたご家族の

生活資金や教育資金を
準備することができます。

団体定期保険は保険医協会の会員だけの制度です。
申込日現在、健康で正常に就業している2022年8月1日時点で65歳6ヵ月までの
保険医協会会員とその配偶者および2歳6ヵ月超22歳6ヵ月までの扶養する子ども。加入資格

会員は5,000万円、配偶者は2,000万円、子どもは400万円まで
加入できます。死亡・高度障害保険金額

○普及にあたっては、太陽生命・富国生命・明治安田生命の担当者（石川県保険医協会の共済普及担当者）がご説明します。

○お問い合わせは…石川県保険医協会まで  TEL ： 076-222-5373／ＦＡＸ ： 076-231-5156　 太陽‒勧補‒企保‒21‒128

突然のケガ・病気の
備えに…保険医

休業保障共済保険
申込取扱い期間

加 入 申 込 資 格
2022年4月1日（金）～5月25日（水）（加入日  2022年8月1日（月））

次のいずれも該当する方
①告知日現在健康でひとつの主たる医療機関等で週４日以上かつ週16時間以上業務に従事

している方
②59歳（1963年2月2日以降に生まれた方）までの保険医協会会員で、約款に同意できる方

①給付は長期（最長で730日）、免責は短期（５日間）
傷病休業給付金の給付期間500日を超えて連続して休業された場合は、長期療養給付

金が最長230日給付されます。
※2022年8月から、免責期間が入院は0日（1日目から給付）、自宅療養は3日（4日目から
給付）に短縮されます。

※2022年8月から、免責期間が入院は0日（1日目から給付）、自宅療養は3日（4日から給
付）に短縮されます。

③掛金は加入時のまま満期まで変わりません。

④入院はもちろん、自宅療養でも、代診をおいても給付できます。
⑤掛け捨てではありません。脱退給付金が支払われます。
⑥他の所得補償保険等の加入に関係なく給付されます。

②病気でも事故でも、再発でも後遺症でも、何度でも給付されます！
　（５００日以内）

加入年齢 ～29歳

2,500円 2,800円 3,000円 3,300円 3,700円1口

30～39歳 40～49歳 50～54歳 55～59歳

給　付　額

最大給付額
1口当たり 入院1日

8口加入全期間（730日）入院の場合
（通算500日まで）

4,304万円 8,000円
自宅1日 6,000円

加入チャン
スは

年3回です！

問い合わせ・申し込みは、石川県保険医協会まで
電話 076（222）5373　ＦＡＸ 076（231）5156

「傷病休業給付金」は、ケガや疾病により
６日以上連続して休業された場合に、第三者
の医師を受診してから６日目以降休業された
日数分給付されます。休業される事態が生じ
た場合は、速やかに保険医協会事務局までご
連絡ください。

休業保障共済保険に
ご加入されている先生方へ

石川県保険医協会　TEL(076)222-5373　FAX(076)231-5156

保険医年金の新規加入・増口をお考えの先生は、協会事務局
までお問い合わせください。パンフレット等を送付いたします。

加入チャンスは年2回です!

締切迫る！保険医年金
2022年4月1日（金）～
　　　5月25日（水）
2022年9月1日（木）

前半期受付期間

加 入 日

※保険医年金の予定利率は2022年7月1日より
　1.140％に変更になります。

石 川 保 険 医 新 聞 第601号（5）2022年5月15日（毎月15日発行）



会員リレーエッセー� ◆◆272◆◆原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

関
根
恵
子
の
魅
力

自
分
が
高
校
生
の
時
、
１
歳

年
上
の
関
根
恵
子
が
肌
を
さ
ら

し
て
熱
演
し
て
い
る
の
は
知
っ

て
い
た
が
、
見
に
行
く
勇
気
が

な
か
っ
た
。
２
０
２
１
年
に
角

川
よ
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
「
関
根

恵
子
大
映
青
春
傑
作
選
」
１
、

２
で
合
計
７
本
販
売
さ
れ
た
。

関
根
さ
ん
は
大
映
が
つ
ぶ
れ
て

か
ら
も
映
画
に
出
続
け
て
、
映

画
監
督
と
結
婚
。
高
橋
惠
子
と

な
り
、
２
人
子
ど
も
を
産
ん
だ

が
、
美
し
さ
は
さ
ら
に
洗
練
さ

れ
、
年
相
応
の
役
ど
こ
ろ
を
得

て
活
躍
を
続
け
て
い
る
の
は
素

晴
ら
し
い
と
し
か
言
い
よ
う
が

な
い
。
そ
の
第
１
作
が
こ
の
作

品
。
15
歳
で
北
海
道
か
ら
東
京

に
出
て
き
て
、
あ
の
は
ち
き
れ

ん
ば
か
り
の
魅
力
を
大
映
は
使

わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
か
と

も
思
っ
て
し
ま
う
。
15
歳
で
そ

の
肢
体
を
見
せ
る
の
が
許
さ
れ

る
の
か
と
も
考
え
る
が
、
映
画

自
体
は
よ
く
作
ら
れ
て
い
る
。

当
時
15
歳
の�

�
�

体
当
た
り
演
技

「
ミ
ス
○
□
高
校
」
と
男
子

生
徒
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る

16
歳
の
美
子
は
、
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
の
昇
（
内
田
喜
郎
）
と
テ
ニ

ス
を
通
じ
て
親
し
く
な
り
、
あ

る
日
体
育
館
の
倉
庫
で
関
係
を

持
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
か
ら
関

係
は
深
ま
っ
て
い
く
が
、
２
カ

月
も
生
理
が
来
ず
、
体
育
の
授

業
で
走
っ
て
い
る
と
き
に
倒
れ

て
し
ま
い
、
美
子
は
妊
娠
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
。
そ

ん
な
折
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
恋

愛
論
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な

り
、
生
徒
の
了
承
も
得
ず
マ
ス

コ
ミ
が
取
材
に
来
る
が
、
誰
も

正
直
に
語
ろ
う
と
は
し
な
い
。

突
っ
張
り
男
子
の
左
翼
的
発
言

な
ど
で
学
校
の
保
守
的
な
体
制

を
責
め
る
の
が
相
次
ぐ
。
そ
ん

な
中
、
美
子
と
昇
の
苦
悩
は
深

ま
っ
て
い
く
。
昇
は
つ
い
に
、

堕
す
よ
う
に
と
美
子
に
言
っ
て

し
ま
う
。
金
持
ち
息
子
の
五
十

嵐
（
篠
田
三
郎
）
に
も
相
談
し

て
み
た
。
五
十
嵐
も
女
中
に

ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
、
孕
ま
せ

て
、
母
親
が
始
末
し
て
く
れ
た

と
い
う
の
を
聞
い
た
。
結
局
自

分
で
産
婦
人
科
に
行
っ
て
み

て
、
具
体
的
な
手
続
き
と
費
用

を
聞
い
た
。

美
子
は
下
校
の
際
、
公
園
で

妊
婦
が
子
ど
も
を
連
れ
て
歩
い

て
い
る
の
を
見
て
複
雑
な
思
い

に
な
り
、
つ
わ
り
で
ひ
ど
く

な
っ
た
と
こ
ろ
を
通
り
か
か
っ

た
同
級
生
に
助
け
て
も
ら
っ

た
。
そ
の
女
子
生
徒
は
自
分
の

母
親
が
性
交
の
写
真
を
隠
し
て

い
る
の
を
見
つ
け
、
大
人
っ
て

い
や
ら
し
い
と
言
う
。
美
子
は

自
分
が
４
歳
の
時
に
父
を
亡
く

し
、
そ
れ
以
降
、
父
方
の
叔
父

の
画
家
に
助
け
て
も
ら
っ
て
い

る
こ
と
を
話
す
。
家
に
帰
り
、

母
親
が
叔
父
と
一
緒
に
映
っ
て

い
る
写
真
を
見
つ
け
、
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
る
。
昇
は
具
体
策
を

美
子
に
話
す
。
美
子
は
昇
が
自

分
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
い

な
い
と
憤
慨
す
る
。
そ
れ
で
も

昇
は
早
朝
の
牛
乳

配
達
の
ア
ル
バ
イ

ト
を
始
め
る
。
美

子
は
昇
に
産
み
た

い
と
迫
り
、
子
宮

の
中
の
生
命
へ
の

思
い
を
語
る
。
学

校
で
科
学
の
実
験

中
の
硫
酸
瓶
紛
失

事
件
の
後
、
つ
い

に
美
子
が
放
課

後
、
体
育
館
の
倉

庫
で
昇
に
お
腹
を

踏
ん
づ
け
る
よ
う

に
迫
る
。
そ
こ
が

こ
の
映
画
の
圧
巻

シ
ー
ン
。
殺
人
と
流
産
で
苦
し

む
２
人
。
そ
れ
こ
そ
体
当
た
り

演
技
。
内
田
喜
朗
と
関
根
恵
子

の
す
ご
い
顔
。
そ
の
後
、
美
子

は
硫
酸
を
叔
父
の
絵
に
ぶ
っ
か

け
、
水
槽
に
も
入
れ
て
金
魚
を

殺
し
て
し
ま
う
。
１
日
休
ん
で

登
校
し
た
美
子
の
顔
は
、
怖
い

大
人
の
顔
に
な
っ
て
い
た
！

原
作
は
、
柴
田
成
人
に
よ
る

高
２
の
時
に
執
筆
し
た
小
説

『
傷
だ
ら
け
の
十
六
歳
』。
帯
盛

迪
彦
監
督
作
品
。
大
島
渚
と
友

人
だ
っ
た
と
い
う
。
15
歳
で
よ

く
そ
こ
ま
で
演
じ
ら
れ
た
と
思

う
し
か
な
い
映
画
だ
。

２
０
２
２
年
２
月
、
私
の
恩
師
の
訃
報
が
ご
子
息
よ
り
届

い
た
。
先
生
か
ら
は
大
学
を
離
れ
金
沢
に
戻
り
開
業
し
た
後

も
、
年
に
何
度
か
は
が
き
や
手
紙
を
い
た
だ
き
、
ず
い
ぶ
ん

と
励
み
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
卒
寿
を
超
え
長
く
患
わ
れ

た
で
も
な
く
、
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
穏
や
か
で

紳
士
的
で
あ
っ
た
先
生
ら
し
い
最
期
で
あ
ろ
う
。

大
学
を
卒
業
後
、
博
士
課
程
大
学
院
生
に
な
る
た
め
、
そ

の
教
授
の
新
設
さ
れ
た
研
究
室
に
入
っ
た
。
今
で
は
超
音
波

機
器
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
は
医
療
に
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
機
器
で
あ
る
が
、
当
時
は
そ
れ
ら
の
創
成
期
で
あ
っ
た

た
め
、
今
は
な
い
日
本
Ｍ
Ｅ
学
会
で
そ
れ
ら
の
初
期
の
構

想
、
研
究
が
さ
れ
て
い
た
。
当
研
究
室
も
Ｍ
Ｅ
（M

edical 
Electronics

）
と
呼
ば
れ
、
１
年
目
は
教
授
、
秘
書
さ
ん
、

助
手
、
そ
し
て
大
学
院
生
の
わ
た
し
の
計
４
人
だ
っ
た
が
、

２
年
目
、
３
年
目
と
職
員
、
大
学
院
生
も
増
え
て
い
っ
た
。

も
と
も
と
教
授
は
循
環
器
専
門
、
そ
れ
も
心
電
図
自
動
診
断

と
、
心
臓
の
興
奮
伝
播
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
私
の

学
位
論
文
も
「
不
整
脈
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
だ
っ
た
。
大
学
院
生
が
増
え
る
の
と
同
時
に
、
い

ろ
い
ろ
テ
ー
マ
が
必
要
で
あ
っ
た
の
と
、
研
究
で
も
診
療
で

も
三
本
柱
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
教
授
の
考
え

か
ら
、
教
室
全
体
と
し
て
の
研
究
テ
ー
マ
を
構
築
し
て
い
っ

た
。
一
つ
は
ホ
ル
タ
ー
心
電
図
、
す
な
わ
ち
今
で
は
小
型

化
、
埋
め
込
み
型
、
さ
ら
に
長
時
間
モ
ニ
タ
ー
で
き
る
長
時

間
記
録
心
電
図
。
ま
た
病
院
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
、
つ
ま

り
紙
の
カ
ル
テ
を
電
子
化
す
る
た
め
の
研
究
。
そ
れ
に
伴
う

診
療
情
報
を
管
理
す
る
、
病
院
管
理
学
な
ど
で
あ
る
。

人
生
節
目
の
年
は
、
結
婚
し
た
時
、
子
ど
も
が
独
立
し
た

時
、
仕
事
を
辞
め
た
時
、
と
人
そ
れ
ぞ
れ
に
区
切
り
と
い
う

も
の
が
あ
ろ
う
。
私
も
教
授
の
下
で
10
年
間
研
究
、
勉
強
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
開
業
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

診
療
に
お
け
る
私
の
三
本
柱
は
、
①
医
療
の
安
全
安
心
、
②

自
分
の
専
門
の
知
識
を
み
が
く
こ
と
（
自
己
研
鑽
）、
③
専

門
外
の
知
識
を
吸
収
し
、
患
者
さ
ん
に
提
供
す
る
こ
と
（
連

携
）
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
当
時
私
が
恩
師
か
ら
直
接
そ
の

考
え
方
、
生
き
方
に
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
そ
れ
ら

を
診
療
に
活
か
し
つ
つ
、
先
生
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
精
進
し

て
参
り
た
い
。

三

本

柱

�

洞
庭
　
賢
一
（
金
沢
市
・
医
科
）

囲 碁

（解答は 3 面にあります） （解答は 3 面にあります）

黒先　（8分で二、三段以上）
〈ヒント〉 一手目の好手から中を
 占拠して白を仕留めます。

■出題　九段　石榑郁郎

〈ヒント〉打歩詰に注意する。
 （10分で二段）

■出題　九段　西村一義

中級編 中級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え3面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独5 1 □ 2
3 4 8 6
7 5
4 5 1 8

3 □ 5
7 2 8 4

8 9
6 1 2 4
9 7 2

高校生ブルース
（大映　1970年）

奥田　宏（金沢市・心療内科）

のつぶやきのつぶやきⅡⅡ映画狂映画狂
《第4回》
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